




























































































































































る。（７）では、光源氏が昼間に垣間見した若紫の とが気になり、僧都に質問 いる。「ここ いらっ ゃるのは誰なのか。おたずね申してみたい夢を見ておったもので」のように、質問の理由として夢をあげ いる。これを 夢を見ておったものよ」のような「詠嘆」の理解では、自分の感情 直接僧都に しつけていることになり、不自然な文の意味となる。　
（８）でも、光源氏がすこし病状の回復した紫の上に、「あちら
を御覧なさい。蓮の花が自分一人で涼しそうにしている」と、紫上に池の方向を見るようにしむけている。この例でも、 涼しそうにしていることよ」と自分 感情をそ まま口にしているとすると、池の様子を見てもいない、紫 上との会話として 不自然である。　
（７）（８）のように、『源氏物語』において、対話での「か






































の会話の最初 文で「程度副詞＋連体修飾語＋こと＋ な」が使用されると、それは、相手へ自分自身の状況への判断を伝え 文であることになる。 「こう のだ」と決めつけ ようなもではなく、情意的な意味での「感想」めいた判断の伝達ともいえよう。　
これは、会話文におけるある種の表現の型というだけでなく、会





































































































































































































































































































「詠嘆」の定義は、山口・秋本 ２００１ 情意 一つ。対象に対す
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